
入札手続きの改善について 

入札制度のより公平・公正な運用を目指し、下記項目について入札手続きを改善します。 

（１）電子入札システムの表示（入札者用）の変更  

電子入札システムの入札後資格確認型一般競争入札における『開札結果確認』画面を 

改修します。 

１ 実施時期 

令和4年4月1日 

２ 対象 

入札後資格確認型一般競争入札 

３ 詳細 

 「入札後資格確認型一般競争入札における開札結果確認機能について」（別紙１参照） 

（２）総合評価落札方式（自己評価型）における配置可能技術者の追記  

 総合評価落札方式自己評価型において、入札時に提出する「自己評価加算点申告表」 

（別紙２参照）に、当該工事に配置可能な技術者名の記入を求めます。 

１ 実施時期 

令和4年4月1日入札公告分より 

２ 対象 

総合評価落札方式自己評価型による入札 

３ 記載内容 

当該工事を受注した場合に、配置可能な技術者名を記入するものです。該当する技術

者が複数いる場合は、すべての技術者名を記入します。 

（３）資格確認資料等の提出  

 入札の公平性・公正性向上の観点から必要と判断される場合には、落札候補者以外の入

札者にも資格確認資料や技術提案等資料の提出を求める事が出来るようします。 

１ 実施時期 

令和4年4月1日入札公告分より 

２ 対象 

電子入札による入札 

お問合せ先 

（ １ に関すること）財政局契約部契約監理課      ＴＥＬ９７２－２３２１ 

（２・３に関すること）各局の契約担当部署                  

（そ の 他）財政局契約部契約監理課      ＴＥＬ９７２－２３２６ 



【別紙１】 

入札後資格確認型一般競争入札における開札結果確認機能について 

 入札の公正性の確保のため、令和 4 年 4 月 1 日から、以下のように電子入札システムの
入札後資格確認型一般競争入札における『開札結果確認』画面の改修を行います。 
この改修により、入札参加者が、その入札案件の落札決定前に、他の入札参加者やその入
札額等を確認することが出来なくなります。

【工事・委託システムにおける画面例】 

（次頁へ続く） 

このボタンが 
無くなります

この画面が表示
されなくなります 

・工事・委託システムでは、『開札結果確認ボタン』が無くなり、『開札結果確認画面』は
表示されなくなります。 
・物品システムでは、『開札結果確認画面』のうち入札結果情報の一部を非表示とします。 

※過去の入札案件においても、本改修が適用され、結果の参照ができなくなります。 

＜電子入札システムの改修内容＞

こ
れ
に
よ
り 



【物品システムにおける画面例】 

＜入札状況の確認方法＞ 

・開札後に「保留通知」が入札参加者全員に発行され、その数分後には落札候補者にのみ「落
札候補者決定通知」が発行されます。 

・通知書一覧画面において落札候補者決定通知が発行（表示）されていない場合は、他の入
札者が落札候補者になっています。 
・落札候補者の資格確認が完了し落札決定を行った際には、入札参加者全員に、「落札者決
定通知」が発行されます。 
・落札候補者が落札者とならなかった場合、次順位者に落札候補者決定通知が発行されます。 

＜入札結果の確認方法＞ 

 入札結果情報（入札参加者やその入札額の情報）については、従前どおり、落札決定後に
調達情報サービスシステムの入札結果情報において公開しますので、そちらで確認してくだ
さい。 

＜入札の立会い＞ 

 令和 4 年 4 月 1 日開札の案件から、電子入札システムにより実施する入札後資格確認型
一般競争入札については、入札の立会いはできなくなります。その他の入札方式については
従来どおり立会いは可能です。 

＜システム改修時期＞ 

 令和 4年 4月 1日 

この部分が 
表示されなくなります



（案）
様式

入札参加者

工事件名

自己評価加算点 市評価加算点 加算点

※　入札参加者は、太枠内を記入してください。
※　評価分野ごとの得点を合計した値と合計の値が一致しているか、確認してください。
※　自己評価加算点を電子入札システムへ入力する時は、この自己評価加算点申告表の
　　自己評価加算点の合計と一致するように入力してください。

★配置可能技術者名
当該工事に配置可能な技術者名を記入してください。
該当する技術者が複数いる場合は、すべての技術者名を記入してください。

　氏　名

　氏　名

　氏　名

自己評価加算点申告表

合　計

本市施策への貢献

地域貢献・地域精通度

配置予定技術者★の施工実績

企業の施工実績

評　価　分　野

／13

／６

／８

／３

／30

【注意点】
　落札した場合に配置可能な技術者がいるか確認するものであり、技術者の評価等は
　これまで通り、技術提案等資料の記載に基づいて行います。

今回追記箇所

【別紙２】


